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今から20年前の我国で辻， 若年性心筋梗塞辻学会で 1僻報告できる廷ど稀な疾
患であった。しかし，現在では 40歳以下の心第梗塞はざらにみられるし， 20代の
梗塞もそれ迂ど稀なものではなくなっている。本書はこのような若年者の心窮梗
塞をテーマとして， 1981年， 西ドイツの BadKrozingenで開催された匡諜シン
ポジウムの内容をまとめたものである。
文頭，本書の編集者の Roskarnrn辻若年性心筋擾塞症を次の四つの型に分類し
ている。
1.冠動廓撮影で正常の冠動脈を示す群。がいして大きな心窮梗塞を持つもの
で， 喫窪量の多い避妊薬を使用する若い女性}こしばしば見出される。持に強い身 
f本運動を行う若い男性でもみられる。 この型の梗塞は冠動脈内の血栓によって起
冠動原スパスムが皐栓の誘因その血栓が自然溶解したものと説明されるが，ワ，
になっていると患われる。 
2.冠動蹄撮影で 1本の冠動脈のみが際塞し，越の冠動訴には異常のないもの
で，最も頻度の多い型である。大きな梗塞を超し， 梗塞の前後に狭心痛のみられ
ない剖が多い。 この群の梗塞の原因は冠動脈内の皐栓と考えられ， 冠動脈スパス
ムが誘習と想定される。この血栓が容解すれば，第 1詳の所見となる。 
3.護数の冠動脈に狭窄のある群で， 年齢のよ予多い群でみられるのと詞様な
型を示し，病因も冠動脈硬化症と考えられる。 このさい， 車栓は梗塞の原因とな
ることも，ならないこともある。 
4.冠動脈のふさな枝までびまん性に冠動原硬往症のみられるもので， もっと
も頻度が少ない。 この群の患者は冠疾患の危険因子を重複して持っていることが
多い。
そしてこの中で若年性心筋覆塞を持徴づけるのは， し 2のタイプであるとし，
これを，疫学面，冠動脈譲影，病理および病底 内科的，外科的の項に分けて， 
I要自， 3，.，.7人のヨーロッパを中心としたシンポジストに詳述してもらってい
る。
すなわち，若年性心筋梗塞を病罰的にみると， 遺伝，喫建， 経口避妊薬の使用
の危険底子の介在が強く， また， 冠疾患を持った若年者では，車小板生存時間が
年長者より短かく，かっ，心国的京医が関孫するという。一方，高詣血症， 高車
圧などの地の危険因子も原因となるが， 越年齢群iまどは強い関孫がない。以上の
事実は，若年性心筋覆塞では動脈硬化とはJjljの機序<車栓と冠動脹スパスム>が
より強くf動いていることを考えさせるという。一方， で、き上った梗塞は比較的範
囲が広く，若年であっても梗塞による左室機能障害はより高年の群と間接であ~ ， 
これは， 若年者では冠動訴関塞が急に起り， より高年でみられるような剖毘路の
発達するひまがないためであろうとしている。 また， 持殊例としてスポーツマン
の心筋梗塞を取雪上げ， 強い身体運動が榎塞を起す危険性を示し， とくに喫煙が
危険を増すこと， 日意の匿学的チェックの必要性を述べている。
治裏面では， 冠動寂内へのストレプトキナーゼの直接注入療法が， 若年性梗塞
例で有効であることを示し， 血栓が麗採するためであろうとしている。 さらに 
72%の患者が社会復痛できるが， 教育を受けた人法ど復帰率が皇く， 会社員や公
務員の復婦率が労働者や自己営業者よ予良いことを示している。
以上，本書は若年者の心筋覆塞というドラマチックな疾患を理解する上で大切
であ担，循環器医を臣指す多くの人々に読んで頂きたい。(増罰善詔)
〔千葉医学， 59，112，1983) 
